








穫であった。 『南方紀行』の記述を、情報源に遡って検討する新たな読解の足場が得られたからである。これは楊承淑の「譯者與他者：以佐藤春夫的臺閩紀行為例」 （ 『東亞觀念史集刊』二〇一五・六）によって台湾に紹介され、鄭享綬の名は中国語圏でも認知され始めた。楊 論文は 春夫の同行者が「通訳」として担った文化的媒介者としての役割を評価したものである。
ところで、二〇一二年三月に連載を開始した当初、本稿














 ． 「佐藤春夫『南方紀行』の路地裏世界―厦門租界と煙草商戦の「愛国」 」 （ 『戦間期東アジアの日本語文学』 （アジア遊学一六七）二〇一三・八） 。 『南方紀行』第一章「厦門 印象」を都市論から扱ったもの。
２． 「佐藤春夫、台湾で居候になる―インタビュー・




における「越境」 」 （ 『跨境／日本語文学研究』二〇一六・六） 。第一章「厦門の印象」と 四 「鷺江の月明」を例に、 「私」が〈日本人〉と〈異邦人〉という二つのアイデンティティを使い分けていることに注目したもの。
５． 『佐藤春夫没後五〇年国際シンポジウム「佐藤春
















要素を兼ね備え、単なる名所紀行を超えた「現代」へのまなざしを特徴とするものである。ただしその情報は、実際の見聞と個人の印象に基づく経験的なもので、必ずしも資料的な裏付け 経たものではない。その め、春夫の批評的記述には、情報提供者の主観が大きく影響したことになる。また、 日本語による情報提供者が多かった「台湾も 」の場合に比べ 『南方紀行』の場合、慣れ い英会話で得た不完全な情報を想像で補った部分が多く、誤りや盲点がさらに発生しやすい構造があったこと 最初に確認しておく必要がある。だが、それにしても、春夫はなぜ 第五章「漳州」の中心人物の一人である「許卓然」の名を〈許督蓮〉などと誤ったのだろうか あるいはこのような問いを立てることで、春夫の文化理解の経路にまつわる問題の一端が見えてくるのではないか。
ここで注目したいのは取材ノートの存在である。互いの
言葉を知らない日本人と中国人とが意思疎通を図る場合、有効な手段になるのが筆談である。文中には、 憶しておきたい事柄や、会話中の分からない単語をノートに書き取る〈私〉の姿がしばしば登場する。 〈手帳〉 〈懐中記事冊〉と呼ばれるこのメモ帳は実在したらしく、旅行記を作成る際に活用して たことを春夫は後年の文章で次のよ に明かしてい 。




































































No 春夫の表記 漢羅／教会羅馬字 No 春夫の表記 漢羅／教会羅馬字
1 神
シンヒイ






























美 眞 súi（媠）chin-súi 22 玉
ゲフユア
葉 玉葉仔gio̍k-hio̍h-á
8 琵琶（Gi pe） 琵琶 gî-pê 23 寶
ホオギア
玉 寶玉仔 pó-ge ̍k-á
9 絃（Hian） 絃 hiân 24 寶
ホオチン
靑 寶靑 pó-chhiⁿ
10 爆鼓（Piak ko） 爆鼓 piak-kó ͘ 25 寶
ホオレン
蓮 寶蓮 pó-liân
11 鑼（Ro） 鑼 lô 26 再
コオライチエ
來坐 閣來坐koh-lâi-chē

























hui le poa 〉もやや複雑だがほぼ同様のミスである。
恐らく春夫は、ノートに手書きされた「
khui-tê-pôa ⁿ 」 （開
茶盤）の「ｔ」の一画を見落とし、 「ｌ」と誤ったのだろう。「開茶盤」は「打茶圍」









たちにくれた〉と春夫が書いているサービスがまさに「打茶圍」だったのである 春夫はこれも、 〈北館の開天冠に相当する南館の打茶囲〉という言 方で 南方音楽 代表曲を指す音楽用語と誤解したのであった。しかも、メモ十分でなかったためか、同義語ながら発音と対応しない別語彙の漢字を説明に宛てたのである
これらは確かに誤りではあるのだが、鷺江の満月の晩、
貴公子の林正熊を中心に大勢の歌妓を侍らせた華やかな宴席で、春夫は必死に閩南語に耳を澄ませ、慣れな 英語で繰り返し鄭享綬に説明 求めながら状況を理 ようとし
厦門の歌妓
























































ある。当然周はその時 模様を鄭に熱心 語ったはずで同席した春夫はその話題をもとに『南方紀行』の「漳州」章を書いたことになる。 『民鐘報』 主な出資者は、ヤンゴン・シンガポール・クアラルンプール在住の南洋華僑であり、許卓然がその連絡係に当たっていた。周が後に南洋
方面へと戦火を逃れた事情には、 『民鐘報』時代に築かれた人脈との関与も想定できるかも知れない。
教育者としての周の風貌は、養元小学の卒業生で園芸学















































『南方紀行』第六章の「漳州」で徐を描く春夫のまなざしには二つの側面がある。案内人兼通訳として同行しながら、漳州には不案内であり、また現地の反日感情を警戒して十分な役割を果たせなかった徐と余に対し、 〈この人たちは一たい妙 先生気質で人に物を問ふのを喜ばない風がある。同時によく知らない事を問はれるのをも嫌がる〉と春夫は不満を漏ら ている。だが一方では、漳州近郊の開けた平野を眺め、 〈これは肥沃ないい土地です 台北あたりの田舎より、農作にはずつといいに決つてゐる〉 いかにも楽しげな嘆声を放っ り、仰止亭の故事に感心して急に興味を覚え りす 徐の無邪気さや一途 勤勉さ 好意的な眼差しを送ってもい のである。徐朝帆の名は、 「中国もの」の代表作である「星」の題

















































































































ただし、 履歴書に見える一九二〇年八月 （春夫滞在中） 〈任










































































 陳佩眞・蘇警予・謝雲聲編『厦門指南』 （一九三一 ・五、厦門新民書社、第七篇一八頁）
（４）






























ulletin: 1924-1925, vol.62, N






































』 （一九八八・ 一二、 四〇頁）
（９）
 「中華中學校長周坤元日前病逝」 （ 『南洋商報』一九四一 ・六・ 一三、 三 面）
（
10） 中編「剪られた花」の一部「空しく歎く」 （ 『改造』
















































14） 「青年協進社」 （ 『南洋商報』一九四一 ・五・六、 一三面）
（










17） 「徐朝帆（依願免本官；賞與 」 『臺灣總督府公文類纂』國史館臺灣文獻館藏、典藏號：
00010233089 。
（
18） 『台湾日日新報』人事欄 板橋街協徐朝帆氏令孃翠娥年二十一」 （一九三四・八・三、 四面） 及び家族提供資料による。
（
















23） 柴辻誠太郎『台湾総督府 官職員録』 （一九一七・六、台湾日日新報社、二三二頁） 。
（
24） 『創立二十週念記念誌』 （一九三〇・一一、厦門旭瀛書院、二六頁） 。
（
25） 「 〔台灣公 公學校訓導〕余錦華（依願免本官） 」 『臺灣總督府公文類纂』國史館臺灣文獻館藏、典藏號：00003752105 。
（




.3.3 ） （外務省外交史料館） 。台湾居留民会三十五週年











29） 血脇守之助編『歯科医師宝典』 （一九一六・一〇、歯科学報社、一三八頁） 。
（
30） 「同窓会報告／会員転居」 （ 『歯科学報』一九一五・ 一、 七四頁） 。
（
31） 「石坂文庫の新書」 （ 『台湾日日新報』 第二版）（一九一五・一一 ・九、二面 及び「収容所寄附」
 
（同一 六・ 一 ・ 一五、 七面） 。
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二〇〇八・六、 八～九 頁） 。この記事の内容には、二〇一六年六月五日開催のシンポジウム「佐藤春夫與臺
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ong the six schools that entered, and one of 
our boys easily carried off the first prize for the best 
all-round athlete. T
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1917, p14 ） 。
（
35） 鄭享綬「兒童與牙齒」 （ 『初等教育界（集美初等教育社） 』一九三三・ 一〇、 三〇～三三頁） 。
（
36） 詳細は拙稿「佐藤春夫『南方紀行』の路地裏世界―厦門





難久持」 （ 『南洋商報』一九三六・三・五、 二〇面） 。
（
38） 工商廣告社編纂部 厦門工商業大觀』一九三 六 厦門工商廣告社、六〇頁）
（こうの
　
たつや・実践女子大学准教授）
